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｢高島秋帆と徳丸原洋式調練」

小一西 雅 徳

はじめに

高島秋帆は、長崎町年寄高島家の三男として寛政十年(1798)に生まれ、長じて高島家を

継いだ(註1)。高島家は江戸時代初期においてキリシタンであったが、当初から市政を掌る

長崎頭人（後に町年寄）の系譜に連なり、次第に有力者の地位を確保した。そして熱府の命

により出島を構築し一層有力な町年寄となる。長崎会所を始め出島防備としての役柄を引継

ぎ、長崎市政全般に関与する役割を担う。高島家が長崎の中でも代表的な有力者であったこ

とは､長崎市寺町の皓台寺にある高島家墓所によって充分首肯し得るところである(写真1)。

さて、このような生活環境下にあった高島秋帆は、後に開化的な性格を持つと共に、晩年

「長崎一件｣(註2)の悲運な状況を作る遠因ともなったとの穿った見方をすることもできる。
つまり開明派人間秋帆の運命と将来像の伏線が、既に高島家の中に内包されていたとし､う意

味である。こうした見方は抽象的で観念的に過ぎるかもしれないが、明治糺噺期に多くの長

|崎町年寄が没落した事を考えると、砲術家高島秋帆とは別の足跡で早晩大きな試練が立ちは

だかっていたのは間違いない。

写真1皓台寺の高島家麹f

高島秋帆の西洋流砲術は、父高島四郎兵衛が、文化年間坂本天山の導入した西洋流砲術の

要素を加味した荻野流増補新術を習得することに始まる。長崎には既に臼砲等の大砲術を専

門と~する薬師寺が砲術家としてその名が聞こえていたが、秋帆と四郎兵衛は、明らかに薬師

寺家の砲術とは別の形での砲術発展を念頭に置いていた。現在のところ両者の比較について

の研究がなく推測の域を出ないが、薬師寺家は自覚流砲術の和流砲術家であり（註3)、対し
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て高島家は従来の和流砲術の範N蒜での限界を感じてより実戦的な、即ちオランダ直伝の西洋

式軍事技#謹入こそが出島防備及び長崎の警備上欠くことの出来ない要素であると考えてい

た。実際、長崎警備に使用されていた大砲類は西洋砲の形態を示していたが、ヨーロッパの

基準に照らしてみても相当古い旧式砲であり、それを和流砲術の技術として運用していた。

高島家はこのような現状の革新を図るべく、文政年間後半になって本格的な研究及び洋式砲

の輸入へと発展する。ここで忘れてはならないのは、西洋砲術研究が一人秋帆にのみ帰する

のではなく､父と兄久松碩次郎との共同作業上で成り立ったという事実を忘れてはならない。

父四郎兵衛や秋帆の行動の根底にあるものとして、フェートン号事件や外海での欧米諸国

の進出への危機感があった。そして出島に滞在していたシーボルトやスチュルレルから多大

な教示を受ける立場にあったことも大きい(註4)。シーボルトとの関係については、シーボ

ルト事件の関係でこの辺の事情を暖味にしてきた経緯があるが、一方のスチュルレルは、ナ

ポレオン戦争に参加した実際経験を基に、秋帆へ実瞬勺な指導を行う。スチュルレルの指導

後、すぐにオランダヘモルチール砲及び砲術書等の注文を行ったのも（文政八年1825)、実

際論を重んじた高島秋帆ならではであった。秋帆畢生の快挙と言われた天保十二年(1841)

の徳丸原洋式調練には、こうした歴史経過と人々の存在があったことを忘れてはならない。

本稿の目的は、徳丸原洋式調練図から見た調練の実態とその種類、そして多数の調練図が

描かれたその意図を紹介するものである。筆者の意図するところの多くは、既に有馬成甫・

石田千尋氏らの論考に詳しいが、改めて筆者なりの視点で紹介したい（註5)。

1．徳丸原洋式調練への過程

長崎町年寄は定期的に江戸への参府が義務付けられていた。天保十二年は、高島家秋帆の

「江戸御目見参府」年にあたっていたのである。しかし、その前年の天保十一年、来航した

唐船の情報及びオランダ風説書により、隣国中国がイギリスとの戦争で完膚なきまでに大敗

したとの報がもたらされた(アヘン戦争)。その敗因としてイギリス側の圧倒的な軍事技術の

差にあったと察知した秋帆は、かねてからの持論を展開すべく田口長崎奉行を通じて「天保

上書」を提出する。その内容の柱とは、要するに西洋の進んだ軍事技術を導入して、西洋列

強と伍することの重要性を説いて中国の二の舞を避けるべきであるとの論点であり、そのた

めオランダを通じて西洋の進んだ軍事技術の導入を図るべきというものであった。そして、

自分が実際に培ってきたその技術の一端を披露したいとも述べている。

この秋帆の提出した天保上書が幕府鉄砲方を中心に検討され、最終的には老中水野忠邦の

指示により、その実際（西洋式砲術）を江戸参府と併せて披露することとなった。秋帆は当

初、早急な演武を想定していなかったらしく、長崎門人の招集と、更に出立にあたり長崎会

所へ支度金を申し出ている。江戸長崎屋到着後は、対馬宗家の中屋敷を借りての練習を行い

つつ門人の入門。拡張を図っている。江戸での当初の西洋砲術の演武予定地は青ILIにあった

熱仔砲術場であったが、後に徳ﾒl原へと変更通知された。この辺の事情について梶輝行氏の

論文に詳しい（註6)。

徳丸原洋式砲術調練への経過概略

天保十二年一月二十二日、息子浅五郎ら27名の門弟らと長|崎を出立（この年は閏一月な

ので実際は44日間）

同 二月七日、江戸長崎屋へ到着（大砲類は海路大坂まで、その後陸路。′l銃類は

携行した）
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三月、江戸滞在中に諸組与力格・長崎会所調役頭取を拝命

四月一日、大御所に「御目見」（当初は二月の予定で、家斉崩御に伴うもの）

四月十二日、幕府砲術方を通じ「徳丸原火術御見分之鬮 が伝達される

五月七日昼、武州豊島郡赤塚村の松月院（朱印寺）に集合

五月八日、予行演習

五月九日、調練開始b翌日昼頃、松月院を引き上げる

同
同
同
同
同
同

2．徳丸原洋式砲術調練の実際

プログラムとして主として8項目の演習が行われた。概要以下の通りである。

1．モルチール砲の操錬（ボンベン榴弾、八町目先へ3発）

2．モルチール砲の操錬（ブラントコーゲル焼夷弾、八町目先へ2発）

3．ホーウイツスル砲の操練（ガラナート柘榴弾、八町目先へ2発）

4．ホーウイツスル砲の操鰊（ドロイフコーゲル葡萄弾、四町目先へ1発）

5．馬上筒の操練（1往復3挺使用、六発）

6． ゲベール銃備打ち（高島秋帆・浅五郎の指揮で97名が一斉射撃）

7．野戦筒の操錬（3門の砲を使用）

8．剣付ゲベール銃による銃隊調練（99名）

当初、高島秋帆が幕府に提出していた演武内容は、五月九日の演武後、より詳細な内容へ

と変更されている。史料1が演武前に提出した当初の演目、史料2が演武後の変更演目であ

る。ここに両史料を示しておきたい。史料中の丁は町と同意 史料2は原文掲載（註7)。

(史料1）

同年五月九日於武州西台徳丸原西洋砲術業耆

モルチール筒にてボンベン玉仕掛打

但8丁目印小旗建之

壱番 高島四郎太夫

弐番 同人悴

高島浅五郎

三番 高島四郎太夫

同筒にて焼打玉

四番 高島浅五郎

五番 高島四郎太夫

ホーイツスル筒にて小形ボンベン仕掛横打

但八丁目印同断

六番 高島浅五郎

七番 高島四郎太夫

同筒にて数玉

八番 高島浅五郎
艮崎地役人

馬上筒往返二筋 近藤雄戯
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一 馬上砲 往返 近藤雄蔵

一 ゲウエール備打 下知方 四郎太夫

一 野戦筒 同 浅五郎

ゲウエール打人数九十九人

野戦筒三挺打方人数廿四人

但し一挺八人掛り

ケウエール備打

一 一文字備々中左右へ打方

一 右一文字備を変し後打方又元の備になる

－ 一文字備其侭左り備に取直し打方

一 ゲウエールヘ槍を付一重備に変し敵に突かけ打方

一 一重備則三重備又一文字に変し

一 小口引になる

一 乱足野路押前

一 一文字備隠石火矢備四切に乱打

一 石火矢押出し早打

一 追打に変し打方

一 繰引打方

一 輪備に変し打方

一 一文字備に変し打方

五月九日の演武は早朝より、途中昼をはさみ夕刻まで行われ、幕府鉄砲方による実況見分

が行われた。見分史料には数種類が存在するが、幕府鉄砲方等の代表的な史料が勝海舟編集

の陸軍歴史に詳述されているのでここでは紹介しない。この外、各藩の砲術家以外に蘭学者

らによる見分史料が数種以上存在する（註8)。

徳丸原洋式調練の演武概要を8項目に分類した｡内容を詳細に見ると調練前が12種､調練

後が24種となっている。項目立てで演武種類が増加したのは7と8の項目で､調形耐i後での

変更点をここに集約できる。史料2で調練終了後に大幅な演武種類を増加した背景には、演

目後半の7項野戦筒操練と8項のﾉl銃（ゲベール銃）との共同演武披露にあった。天保期に

おける高島秋帆の掴昌した西洋流とは、高島流伝書冒頭に見られるようにモルチール砲の発

射及び砲弾の群き出しから始まることから、専ら大砲術に思われがちである。しかし、徳丸

原洋式調練での高島秋帆の意図が、むしろ大砲術以上に野戦砲と′l銃隊による自由自在な変

化、即ち機動性に重点を置いていた事を史料2は示している。また後述する資料「阿蘭陀直

伝高島流炮術巻」にもその事が詳細に絵画として描かれている（註9)。

史料1及び2とも、プログラム前半の大砲術のモルチール・ホウイッスル発射過程は変わ

らない。後半の野戦筒とゲベールとの演武に入る前の中間部分として、近藤雄蔵による馬上

筒演武、即ち騎兵を試みている。この馬上筒の導入は、日本最初の騎兵演武として記念すべ

き内容を示しているが、これは西洋流で言うところの三兵（砲兵・騎兵・歩兵）全てを徳丸

原洋式調練で示すことにあったからである。その間、秋帆ら調練参加者は、後半のプログラ

ムに備えて休憩をとっていた。この休憩後に、それぞれ野戦筒発射、ゲベール銃による集団

射撃が行われ、最終プログラムとして野戦砲・'1銃による、セキチンと呼称された分隊刺立

－ 5 －





写真2 高嶋四郎太夫炮術稽古業見分之図（全体）
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調練図の成立過程は、第1群から順次第2群、第3群へと伝播したと考えられている。第

4群についても、第2群とほぼ同時期とする見方もあるが不確定である。第5群は調御寺の

描写で、大槻磐渓スクラップ帳以外に同種のものが数種存在する。これは原図と考えている

第1群とは別系統の成り立ちを示すもので、別種と区分できる。しかし、大槻の資料は一紙
の断片状態の絵画でありながら、この絵画と同一種と考えられる詳細な画面構成からなる巻

子本等が存在する(註12)。これについては別の機会に検討したい。

第1群の1「高1111泗郎太夫炮術稽古業見分之図｣･2「阿蘭陀直伝高島流炮術巻」の調練図
は、明らかに原図の体裁をなすことから幕府側の見分図と断定できる。見分図作成について

は前述したように､水野らの幕閣と井上･田付の砲術方とによる検討資料として作成された。
1には絵師名・落款があり、一方の2は正本としての應正はないが、正本に近い態様の資料
と見ている。その理由として1の絵師伊村のタッチと類似した精密な画面で構成されている
点と、さらに史料2砲術業書と一致する内容が含められている点、また調練参加者名簿を付
記し、秋帆の砿彰を示す『｣1頭序文（賛）がない等の3点からなる。これに類似する寅料が他
にない点も重要な判|折基準とした。1と2とは形態および描く内容に相違点があるが、恐ら
く両者が組になっていたと推定する。

次に第2群以降は、第1群の1を諦群及び幕臣を含めた調練参加者が西洋流の砲術を皆伝
する経緯の中で制作され、絵の表現も水畢lil'i凪、淡彩画とやや絵の状態がデフォルメ化した
過樫を窺がえ、’ﾘlらかにlの模写である。正式な画家でない者、模写であるため絵師の名が
|ﾘl記されなかったのであろう。また、伝諜として第2群以降の調練図が制作された背景とし
て、秋帆に対する判決（評決）が決定した弘化三年（賛の記述から同定）以降、希望者に対
して容易に調練図の原図を写すことができた政治的・社会的状況があったためと宮本氏は指
摘しているが(il 13)、その理由には第2昨以降の調練図の特徴として、秋帆の調練顕彰文
を賛の形で挿入していることにある。その賛は調練の目的・演目・参加者名からなり、幕府
兄分図としての体裁を示す1とは異なる制作意図で複製。模写された理由の一端を窺がえる
のである。4の賛には調練に参加した山本lli1i海との伝聞があるが特に根拠はない。しかし、
賛の中にこの調練図の作成された年期を示す一文があり、それには弘化三年とある。この弘
化二年は、水野や鳥居ら天保改革推進派の失IHI後であり、ある意味ではlの原資料を見るこ
とが可能な段階でもあった。また、水墨画及び淡彩画の5･9･11の3種を描いたと伝えら
れる荒木千洲も調練参加者の一人であったが、これも伝聞の域を出ない。荒木は長'崎におけ
る鑑皿熾を務めながら絵に秀でた人物であり、本来調練図にあるべき荒木の‘得名蒋飲がない
のは不,職読である。これは長'|府出身の秋帆と荒木とを結びつける形で、後に歴史家, lif(が評
価したのに過ぎない(il3 14)。

lの資料を除き制作年の根拠を示すものはないが、宮本氏の指摘した弘化三年或いは溌永
六年以降を調練図群が制作された可能性が商いという指摘は、先にも剛珈たように時代的な
要求を考えると人きな間違いはないと思われる。しかし、筆者自身は関洋流砲術の滞要が間
まった嘉永六年以降の安政年間が一つの画期ではないかと考えておし)、一部は第3畔9「高
島秋帆徳丸原調練IXI(有坂氏所蔵)」のような、もう少し下って慶應から|ﾘ|治'一年代までの設
定も充分ありうる。これは実際に調練に参加した岩|到藩有坂11;職。隆助父子の顕彰をⅡ的と
したものであり、i'l1i題は逓鯛約巌が馬上筒を構える場面であるが、－帥形態での馬lfi l'l'i(j<
この調練図のみである。しかも服装は維新前後の官軍風黒の|zI､-、洲練のll寺実際に近藤が身
につけていたlllf装とは異なり、絵のタッチも洋画風である。1を柵いた絵lilli伊村榮以が｢ﾘ｢鵬
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していた狩野派も、西洋画の技法を取り入れた遠近法を活用しており、実際調練図にその技

法を取り入れ西洋画に近づくことをしているが、油彩画のような表現方法をとらない。

ここで紹介した調練図の制作側及び譲渡希望者の大半は、第2群6の加賀藩、第3群10

の岡山藩所持資料にあるように、西洋流砲術研究を企図した謡審及び西洋流砲術の専門家で

あり、同時に他の藩でも制作された可能性も高いと見るべきであろう。つまり和流砲術家を

含めた西洋流砲術研究の一環として制作・流布したのが徳丸原洋式調練図であり、そして西

洋研究の盛んになった安政年間以降に広く写された可能性が高いが、必ずしも1の原画を元

に忠実に写していた訳では無かったと思われる。しかし、手本がないと描けないので「高嶋

lJq郎太夫炮ili稽古業兄分之図」を水野らの失脚後に持ち出して写すことの出来た時期、つま

り弘化三年以降とする見解は大筋で正鵠を得ているかもしれない。

おわりに－徳丸原洋式凋練以後の高島秋帆

商島秋帆の徳丸原洋工圃M練の歴史的評illliを商めたものとして、一連の調練図の存在が大き

くﾒ置右した。むしろこの調練図がもとで秋帆の徳丸原洋式調練が評価されてきた経緯もあっ

た。そのI証明として全国に散在した調練図の存在がある。調練図の主題画面にセキチン場面

を選んだのは秋帆の指示と考えて間違いない。これは原本及びそれに近い状態の高嶋四郎太

夫炮術稽古業見分之図及ひり河IM1陀直伝高島流炮術巻に描かれた各場面によっても首肯できる。

天保十二年の幕府制作にかかる調練図以降、長崎一件（註15)の中断を経て、多数の調練

図が制作された過程には、識審及び識涛が抱える西洋砲術家らによる要諸が第一にあり、そ

のため具体的でビジュアルな存在であったこの調練図を欲した時代的背景があったからであ

るが、それは車なる西洋砲術への'随れでなく、オランダを始めとするヨーロッパ列強の軍事
技術の一端を示した高島秋帆の提唱する西洋流砲術の具体性を示す重要な要素をこの調練図

が持っていたからにほかならない。高‘島秋帆の徳ﾒU京洋式調練を引き合いに出す時に、住々

にこの図が示されるのは、繰返しになるが西洋流砲術の本質部分、即ち野戦砲・'1銃による

セキチンと呼称された場面に、その意味合いが集約されていたからに他ならない。これこそ

が、ヨーロッパがナポレオン戦ｻﾄで学んだ戦術の上に編み出された方式であり、秋帆はいち
早くこの点を認識していたのである。

最後になるが、調練図の中心画題となったセキチンとは､野戦砲2門と銃士24名からなる
分隊lii位で、その倍が小隊-l8名となる。調練の時、秋帆と息子浅五郎が2隊に分かれて指
揮したのは、川lち2小腸編成を示すためであった。江戸滞在中、秋帆らが調練に先立ち隊員
を徴募・細成したのも岐低限度2小IWW,I成を意図していたのは間違いない。これは2小隊で
あれば、銃IIIMI"戎と展開とにある程度の格好を整えることができたからであろう。このよう
に兄ると調練参加者数99名（註16)となっているのは偶然でなく、2小I;満編成を秋帆自身
が最小限の目的達成単位として意図していた輻:がⅡ鮒ｷできる。従来の和流砲術では密集陣形
によるこうした形態を想定しておらず、この一点を見ても高島秋帆が徳丸J1頁で意図した西洋

流砲術の本雷部分を窺がうことができよう。妓後に調練以後の秋帆の動向を示して終わりと

したい。

天保十二年七月、撫府が向島秋帆所持の大砲4 III1を五二○両で買い上げし、更に秋帆自身へ銀二

百枚を下賜した。

六jj、卜曽根金三郎にI)[j洋流砲術の免荷'階伝（江川太郎左術III:lへはその前に皆伝）
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註8 群府砲術方とその一群による資料･と、大槻態渓ら蘭学者による資料とがある。前者は秋帆の調練を批判

的に見､一方の後者は評価する内容を示している。こうした文献資料については板橋区立郷土資料館刊

行図録「高島秋帆一西洋砲術家の生涯と徳丸原一」・「高島平一その自然・歴史．人一」に所収している

ので参照されたい。

註9 故所荘吉氏所蔵資料｡本資料の詳細を､小西雅徳I所謂｢徳丸原洋式調練図｣の新資料について」(2005）

板隔区立郷土資料館紀要15号で紹介した。画面としては馬上筒演武以降の7場面からなる。

註10 調練図で絵師名・落款があるのは、板橘区立郷土資料館所蔵の「高嶋四郎太夫炮術稽古業見分之図」

のみである。画面には「御目付水野舎人 御鉄炮方田付四郎兵衛 井上左大夫」とあり、幕府の見分図

であることを示している。伊村榮以は水戸藩の狩野派絵師で、天保年間には江戸城の障壁画（松の廊下

等）を描いていた。一連の調練図で絵師名があるのはこれのみである。

註ll 宮本尚彦「徳丸原砲術絵画」「高島秋帆一西洋砲術家の生涯と徳丸原一」(1994)所収、同「高島秋帆

徳丸ｹ原調練図について」東京大学史料編纂所研究紀要第4号（1993)。調練図の種類及び内容につい

ては宮本氏が詳細に分析・解説した。当館が本稿で紹介する「高嶋四郎大夫炮術稽古業見分之図」を入

手した際、絵師の名が明記されている旨を宮本氏に伝えた所、これが原図であると指摘された。それ以

前の一群の調練図には絵師あるいは作者名がなく、また、その作者について水墨画風の絵図が荒木千洲

ではないかとの掴il1の範囲に留まっていた。明らかな絵師名の存在､それが江戸時代における本家作品

の言E処とする。及び註9．

註12 工藤宣「江戸文人のスクラップブック」新潮社(1989)。大槻磐渓所持の「塵積成山」は11冊からな

る冊子本で､弐集に調練の2場面｢一段に三人が組合たる小口之図」と「剣付歩兵筒｣を添付してある。

ここでは小隊(小組と表記)を48人としている。巻子本は筆者実見による個人所蔵資料である。また、

高島秋帆鉄砲調綱合巻（横浜市歴史博物館）は構図的に類似している。この外、山形県立博物館所蔵秋

元幸助所持街料や、洞富雄氏「洋式軍制」（日本の合戦一明治維新-1978 新人物性来社）の中に『野

戦筒食'|付筒打ち放ちの図』が掲載されているが、これも同種に近い資料と考えられる。

註13 註lO宮本論文参照 調練図が盛んに描かれるようになるのは、秋帆への判決が確定した弘化三年以降

が可能性として高いとする。しかし、全体的には西洋#師包術導入の空気が高まる嘉永六年以降とする見

方も強い。

註14註10宮本論文参照 出典の根拠は古賀＋二郎「長崎絵画全史」北光書房(1944)による。初出は山根
寿信「高島秋帆先牛i自遠法会記事」（1918)、大円寺で行われた法要のための秋帆i世品調練図l1の紹

介文による。

註15 註2による

註16 人数については99人説と100人説とがある。100人説は註5梶氏の「天保12年高島秋帆の出府と徳

丸原演練」による。本稿ではI稲1陀直伝高島流炮術巻の記赦された人数99人を採用した。
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熔解セズ、異物尚ヲ鉄中二残留シ、結合力微ナリ。故二此ノ鉄ハ

タダ甚強ナラザル物ヲ鋳造スルニ用可シ、又第一種白色様鉄ト混

和再路シテ、中等灰色鉄トナス利用アリ。以テ弾丸等諸物ヲ鋳製

スルニ、エヲ施シ易ク、 極度ノ強性ヲ具フ。

第五、黒点ヲ帯ビタル白斑鉄。此ノ鉄ハ鉱ヲ初メテ鋳化製造シタ

ル者二在ル事、甚ダ稀ナリ。 第三種灰色鉄ヲ再鋳シ,重厚物二鋳

造スルトキ、常二此ノ種ヲナス。砲ノ如キ是ナリ。熔金炉ニテホ

ドヨク錆解シテ再鋳スレバ、清浄ヲ増シ、極度ノ強性ヲ具フル事、

初鋳ノモノニ勝ル故、再鋳鉄ヲ用ヒテ鋳造シタル砲ハ、火薬ノ張

力二抵抗スル事強シ・同等ノ鉄卜伝へドモ初鋳鋳造ノ者ハ之二及

バズ。

以上のように五種類に分類されたものを現在の鋳鉄分類で言え

ば、第一は、白鋳鉄。（珪素量の少ないもの）。第二は、ねずみ鋳

鉄を急冷して白鋳鉄組織になるもの（炭素量は多いがチル化する

もの）、マンガンはチルの深さを深くし硬度も増す。第三は、ね

ずみ鋳鉄（炭素量が3．5%位のもの）。第四、ねずみ鋳鉄（軟鋳鉄、

炭素量4％位のもので組織はフェライトと黒鉛からなる）。第五。

まだら鋳鉄（組織がパーライトと黒鉛からなるもので、パーライ

ト鋳鉄ともいう）。この鋳鉄は、ねずみ鋳鉄を酸化雰囲気の反射

炉で溶解すると炭素と珪素が減耗する。 炭素が 2．8恥位，珪素は

1．2%位が大砲に適する。以上のように、鋳鉄の破面観察によって

組織の違いと強度も知る事が可能であった。しかし佐賀藩の技術

者は実際の場で破裂した大砲の破面を観察して正確に理解はで

きなかったであろう、なぜならこの種の検査方法は比較する標本

がなくては理解できないからである。

標本と強度は、実験によって簡単に知る事ができる。コストを

かけずに出来るのは抗折試験であるが佐賀藩の場合は製品（砲

身）の破壊試験を行って標本を作製したのである。実験は、試験

砲身に定量の火薬を装填して破壊して資料を採取して標本とし

た。
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強度を知るには砲身口径と肉厚に対する火薬量の定量試験によ

って知る事ができる。佐賀藩は「安政元年7月22日、銑鉄地金

と砲身鋳鉄破片をオランダ船将ハビュースに見せ意見を求めた

結果、ハビュースは、地金は白色剛に過ぎ、鋳鉄は黒色軟かに

失すと言い、其の質は可なり、のものと見受けられるが分析をし

なければ判らないとのことであった。其の後分析薬を用意したが、

長崎奉行所の役人に蘭館への出入りを差し停められたので分析

は出来なかった。」この記述から破片鋳鉄は、少し硬めのねずみ

鋳鉄であったと考えられる。

嘉永4年10月第2の反射炉完成以後より安政4年1月まで六

年間で溶解技術は熟練の域に達しており、6年には幕府へ献上の

150ポンド砲を電流丸の荷足鋳鉄を使って完成させた鋳造技術

は、明治時代になってからの大阪砲兵工廠が明治23年まで国産

の銑鉄材で大砲が出来なかった事を考えると、佐賀藩の鋳砲技術

は驚異的と言える。

3，白銑鉄原料使用の鋳鉄砲製造の謎

江戸時代のタタラ炉で造られた銑鉄は、すべて白銑鉄であった。

タタラ炉は低温操業のため、珪素が鉄に極めて少量しか含まれな

い。その量は操業状況によるが、0．008～0．2％位、平均値で0．1％

位である。炭素量も2．5～4．5％マンガン0．01～0．2％燐が0．005

～0．04％硫黄0．003～0．02％チタンtr～0.12% (帝国製鉄『日本

刀の原料としての玉鋼及び和銑について』による）この珪素量で

は、いくら冷却速度を遅くしてもねずみ鋳鉄にはならない。だが

当時の記録からみて、ねずみ鋳鉄、または、まだら鋳鉄の砲を造

っている。この問題は多くの研究者によって諸説が述べられてい

るが、今日まで解明されていない。

『幕末明治製鉄論』57～59ページでは、甑炉でタタラ銑を溶解

してねずみ鋳鉄に転換したのではないかと見解を述べているが、

珪素量の影響については、何も触れていない。甑炉で白銑鉄を溶
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解してインゴットを作り反射炉で再溶解し大砲を鋳造したとの

記録として、『日本科学古典全書』第13巻23ページに「高釜と

申すを用いず候而は宜しからず蘭人申候。其替りに佐賀はこしき

にて銑を一度吹、此の如くかため（図では1尺丸の、おそなえ餅

のようにかいてある）自然とさまし、か様いたし置、反射炉に掛

申候。 …ただの石見銑相用申候」

佐賀藩の技術者は、甑炉で銑鉄を溶解すると白銑が、ねずみ鋳

鉄に変ることを経験的に知っていたと思われる。だが、珪素が鋳

鉄の性質に及ぼす影響は1870年代にレーデブーアなどによって

解明されるまでは知られることはなかった。

4， まとめ

従来、幕末の鋳鉄砲製造について、大砲のように、大きな肉厚

の鋳物の冶金学的な考察がされる事はなかった。江戸時代に於い

て、 鉄鋳物で機械的強度を必要とするものは、 わが国に於いて，

大砲を製造するまでは、皆無であった。科学技術の未発達な時代

において、鋳鉄という不安定な材料で完全な大砲を製造する事は

国産の砂鉄材料の銑鉄でも、鉄鉱石を高炉で製錬した銑鉄でも大

砲の強度に適合した炭素,珪素、マンガン,燐、硫黄の成分調整が

できないかぎり、国産銑鉄では大砲はできない。国産銑鉄で大砲

が製造できるようになったのは明治 23年と思わねばならない。

（理由として、大阪砲兵工廠に於いて、明治18年まで金属分析

技術が確立していなかった。）

西洋に於いても、高炉銑ならば、どの様な銑鉄でも大砲が出来

るとは限らない事は上記の理由で理解できよう。

以上佐賀藩が甑炉で珪素の増加を図ったと考えられるが、立証

は今後の課題とする。
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垂矢口上早ミメI」三谷こTFT-1日 ＝ロつ孑羊=tこ金充司司査

確木寸 貝壹旦月

＝ 圧ヨ イ'三

ｲｺﾆ1-二 垂 Iニ

去る平成16年10月7日愛知県刈谷市の旧家に赴き、同家所蔵の洋式銃（古

式銃）の調査を行った。これは日本銃砲史学会が取組み始めた幕末から明治初期

にかけて日本に輸入された洋式銃（外国製銃器）の現状調査活動の一環をなすも

のである。所蔵されている各種洋式銃の整備と保全を行い、将来への歴史的遺産

として残すための準備活動といえる。

訪れた家は十三代続く旧家で、昨年の春、敷地内の古い蔵を建て直すため取り

壊した際、2挺の洋式銃が発見され、古式銃として登録がなされた。

早速旧家にお願いして調査を依頼した処、気持ちよく承諾を得た。

当主の話では蔵の2階の窓の下辺りから発見されたとのことで、思ったより保

存状態がよく、手入れをすれば容易に作動すると思われたが、少しサビがあり調

査・整備のため、前もって注油をさせていただいた。

1～ ＝ ま つ＞ 壷 ロつ糸至戈邑

2挺の銃には木札がついており、1挺の木札には 【13613号 ウイトー

ス 三河國碧南郡刈谷村 太田平右ヱ門】後記掲載 写真 （’－1）

もう1枚の木札には【壬申千二百八十七号 スヒツール銃 三河國碧南郡刈

谷村 太田平右ヱ門】と墨書きしてある。写真 （2－1）

（’－1）木札の鉄砲は、明治五壬申年五月二十四日 額田県 庶務役より第二

区大区長により【今般管内鉄炮取調候条、銘々所持之分、当廿八日朝第七字ら

二字ヲ限り、県庁へ持出シ、刻印ヲ請可申様、至急可相違候事】の通達が出さ

れた。

その中に太田平右衛門所持 一 鉄炮拾五挺 六匁玉 五丁

同 四匁三分 九丁（1丁違いあり）

一 西洋筒五丁

ピストル壱挺 壱番形

以上 弐拾壱挺の御改亥l1印を受けている。（注1)

（2－1） 木札の銃砲は、下記の通取調候所相違無御座候間、此段御届申上候也

明治八年十一月 第九大区六小区刈谷 畠il戸長 加藤新右衛門が調査書を確
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認している。（注2）

その中に太田平右衛門が所持していた銃砲は、

一 和銃 五丁 千弐百六十八番ら千弐百七十弐番迄 玉目六匁分

一 同 九丁 千弐百七十三番'う千弐百八十一番迄 玉目四匁五分

一 同 壱丁 千弐百八十弐番 玉目拾匁

一 エンビエル 四丁 千弐百八十三番ら 千弐百八十七番 玉目四匁五分

一 ピストル 壱丁 千弐百八十八番 以上弐拾丁が記載されていた。

（2－1）木札の銃砲は、エンビエル四丁の中の千弐百八十七番に該当する。

明治五年の壬申の銃砲調査時には、西洋筒五挺になっているが、明治八年の

再度の取調では、エンビエル四挺となっており相違がある。また、壬申の調査で

は、鉄炮拾五挺となっているが、合計で1挺の違いがみられる。 この違いは原

史料の確認が出来ず不明である。

明治六年での旧家は、小六区刈谷戸長をしており、一家に弐十挺の多くの鉄炮

を所持していることは、他の地区ではあまりみられない。注（3）

＝ 、 三 振圭口つ 壷石包ロつ司司査

（1－1）木札のウィトール銃は、壬申の調査で西洋筒五挺の内一挺であり、

（2－1）木札のスヒツール銃は、明治八年の調査で四丁の内の一挺である。

2挺の現物を調査してみると、前装管打式エンビエル（エンフイルド）、スヒ

ツール銃とは異なり、銃は思っていたより保存状態がよく、手入れすれば容易に

作動するものと思われ、事実ブリーチ。ブロック（後装機構）を少しづつ動かし、

工具を使い気長に操作しているうちに、表面に錆び付いていたブリーチ・ブロッ

クが作動するようになった。 写真 （3） ブリーチ・ブロック

（1－1）木札の銃は、後装管打ち式小銃で、ブリーチ．ブロックとレバーの形

状および構造から、イギリスから輸入したウエストリー。リチャーズ(Wes t

ley Richards)小銃と同型の銃と判明した。

（2－1） 木札の銃は、銃尾の閉鎖機構とボルトの形状からマンソー(Ma n

ceaux & Viellard)小銃と判定できる。

ア1＜木L (1) o> /｣、毒fゴー、 全長1，312mm、銃身長85.

4mm 口径 11．5mm余り、全総重量が4.2～4. 3kg余りある後装管

打式小銃で、ブリーチ。ブロックとレバーの形状および構造から、イギリスから

輸入したウエストリー。リチャーズ(Westlery Richards)小
－20－



｜｜’

銃と同型の銃と判ったが、調査を進めていくうちに疑問に思われる問題点が見つ

かった。

ブリーチ・ブロックとレバーの形状と構造は、昨年の3月板橋区立郷土資料館

で開催された特別展【日本の砲術】に、展示してあったウエストリー・リチャー

ズ騎兵銃と全く同じで、フレーム右側の側板に"WESTLEY RICHAR

D'S&C O、”と打刻してあり、 薬室を解放するために前方に跳ね上げるレ

バーの上面にも、" WESTLEY RICHARD ' S PATENT"の文字が刻んである。

写真（4，5）

フレーム左側の銃床には、四角い枠の中にカタカナで「アユチ」の文字がモノ

グラム化して刻んであり、並んで“13613”が刻んである。写真（6）

因みにこの「アユチ」の番号は、壬申の鉄炮調査時に検査をされず、各地区に

おいて、それ以降調査をされていた時の番号である思われる。

また、銃身の薬室部分左側にはプルーフマークと数字“52”が刻まれ、その

後方には「菊のご紋章」と銃番号らしい数字“2768”が刻んである（「菊の

ご紋章」と番号が銃床にも刻んである）。写真 （7）

二ケ所に刻まれている"WESTLEY RICHARDS"のロゴマークか

ら判断しても、ウエストリー・リチヤード小銃に間違いないと思われるが、調査

を進める段階で、銃身表面の僅かな錆を落としていくと、銃身上面に"WHIT

WORTH PATENT''の文字が浮きでた。写真 (8)

そこで銃腔を詳しく調べてみると、ウイットウォース(Whi twor th

独特の、六角形になった腔綾が刻まれていることが判った。

1854年、イギリスの陸軍長官ハーデイング卿(Lord Harding

e)は、当時エンジニアとして成功していたジョーゼフ・ウィットウォース卿(S

ir Joseph Whitworth) に、腔綾の持つ効力を調査するよう

に依頼している。注 （4）

ウイットウオース卿は、既に彼が独自に考案していた、斜めになった6つの面

を持つ弾丸に合致する腔綬を刻んだ前装式大砲を完成しており、その六角形の構造

と原理を応用して前装管打ち式小銃の試作に取り掛かり、6つの壁（六角形の腔

綾）を備えた小銃を完成させた。

彼が開発した腔綾は、20インチで1回転する螺旋状のもので、この腔綾に機

械的に適合する六角形に成型した弾丸が使われ、同時に銃腔のサイズを．45（1

1. 43mm)と;｣、さくしている。 弾丸重量は、. 577 (11．6 5mm)口径の
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エンフイールド(Enfield)小銃に使用されている弾丸と同じ530g r

(34. 39)あり、エンフイールドより大きな弾道効率をもった長い弾丸にな

った。これはイギリス陸軍から要求された．577エンフイールドと同等若しく

はより低い弾道を描くことをクリアする、抵伸弾道を描くことにつながった。

更に、六角形の腔綾に正確に適合する6つの側面を持つ弾丸は、命中精度を大

幅に改善しており、1861年のイギリス陸軍が実施したトライアルでは、エン

フイールドが300ヤードの距離で25インチ余りの集弾率だったのに対して、

ウイットウォースは同じ距離で7インチ余りの集弾率を得ている。

1863年、イギリス政府はウイットウオース卿の興した会社と納入契約を結

び、1864年にはおよそ8，000挺余りが同社から政府に納入され、イギリ

ス陸軍の実施した数々のテスト・トライアルに供されている。

ウイットウオース小銃（騎兵銃）は、1866年に新たに登場したボクサー薬

英を使用するスナイダー( Snider)小銃が制定されるまで、他の前装管打ち式小銃

(エンフィールド小銃）などとともに使用されていたが、ウイットウオース小銃はイギリス

軍により実戦に使われることなく終り、その後外国へ輸出され、アメリカの南北戦争や

日本の戊辰戦争・西南戦争などで実戦に参加している。

今1回l調査した洋式銃は、この前装管打ち式ウィットウォース小銃の銃身を使い、

ウエストリー・リチヤーズが開発した後装式システムを用い製造したと考えられ

る。

ウエストリー・リチヤーズ小銃（騎兵隊）は、銃尾のレバーを前方に倒す（上

げる）と同時に、カムが回転するボルト（プランジヤー・ボルト）を有する後装

式銃器で、1862年ウエストリー・リチヤードにより特許が取得されている。
写真（9）

ウエストリー。リチヤーズ小銃は、幾つかのイギリス陸軍旅団に実験的に使用

されたが制式使用はされず、ニュージーランドのマオリ族平定作戦に植民農旅団

により制式使用されている。 注（6）

ウェストリー・リチャーズ小銃（騎兵隊）は、前方に上げたレバーおよびプラ

ンジヤー・ボルトの外側から、イギリスでは「モンキーテール(Monkey

Tail)」の名前で呼ばれており、幕末期から明治初期にかけてイギリスから

輸入されたこの銃は、日本ではオランダ読みで「レカルツ」、或いはフランス読

みして「リシヤール」と呼ばれ、戊辰戦争後は警視庁抜刀隊の制式火器の一つと

して西南戦争に参戦している。その後、ウェストリー・リチヤーズ小銃（騎兵銃）
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は、金属薬莱を使用する銃器に制式の座を譲り、民間に払い下げられており、当該

銃に「菊のご紋章」が刻まれていること、「壬申」の文字が使われていることから、西南

戦争後に使用された銃であると推定することが出来る。 写真(10、11)

六角形腔綾のウィットウオース銃身とウェストリー・リチャーズの機関部を組

み合わせた小銃は、私の知る限りでは最初の発見で、当該銃の名称を確定するに

至らないが、現代風に言えばウェストリー・リチヤーズのライフル銃と呼ばれる

に違いない。

しかしながら、銃に付随していた木札に墨書してある「ウイトール銃」から判

断すると、 明治期の日本では、銃身に打刻してあった"WHITWORTH P

AT ENT''の文字から、「ウィットウォース銃」を簡略化して「ウイトース銃」

と呼んでいた可能性も考えられる。

因みにウェストリー・リチヤーズの名は、現在イギリスを代表する高級カスタ

ム銃（ダブル。ライフルなど）メーカーの名前として残っており、ドイツから槙

桿式小銃の機関部（モーゼル・アクション）を輸入し、それを利用して狩猟用の高級カ

スタム。ライフ銃を生産しているため、ウェストリー・リチャーズ社は当時から他社の製

品を利用して自社製品を作り出していた可能性は、非常に高かったと推定出来る。

スミソニアン博物館の資料により、ウェストリー・リチャーズ社がウイットウ

オース社製の銃身を使用していた経緯が判明した。それによると、ウェストリー

・リチャーズ社は、自社の前装管打式ライフル銃の銃身を、ウイットウオース社

に依頼して製造してもらい、それを使って前装式銃の製造を行っており、その際

ウィットウォース社独自の六角形腔綾の銃身を使用していたことになる。注（7）

調査したウェストリー．リチャーズ小銃に使用する弾薬は、六角形に成型した

鉛製円頭弾を包み込んだペーパー。カートリッジで、写真（’2）六角形に成っ

た紙製薬筒は、写真（13）、図（1）のように腔綾のピッチ（回転率）に合致する

ように、面の部分が斜めになっているが、国内で発見されているウエストリー。リチヤー

ズ用の弾薬は、通常の場合 写真（14）、図（2）の閉鎖型ペーパー。カートリッジと

なっており、ウイットウオースの六角形銃身としないで作った銃器が多いと考えられ、国

内にあるウェストリー。リチヤーズ小銃の銃身上の刻印および刻んである腔綾を調査し

て、当該銃と比較検証する必要がある。

後日ウェストリー。リチヤーズ騎兵銃を入手したが、その銃身に刻まれた文字

を調べると、I4WHIWORTH PATENT''の文字が刻んであったが、そ

の銃身の腔綾はウイットウオース型の八角形（六角形）のものではなく、通常見られる
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施条銃の腔綾と同じになっていた。また、調査した他の騎兵銃タイプのウエストリー・

リチヤーズ（国立歴史民俗博物館他）2挺も、入手した騎兵銃と同仕様であった。

調査対象の銃器数が少ないので、一概に結論はだせないが、イギリスに於いて

ウェストリー・リチャーズ小銃は制式化されなかったため生産数が少なく、前装

式ウィットウォース銃の六角形銃身を利用して小銃を製造し、生産量の多かった

騎兵銃の場合は、ウイットウォースの六角形銃身は、命数が短いという欠点があ

ったので、制式として大量に生産するために、銃身命数の長い通常の腔綬を刻ん

だ銃身が使われたと考えることができる。

ゴ<こ不L (2) oつ/j、金充、ゴニー 全長1，246mm，銃身長85. 4

mm、口径は小さめの12. 3mm，全総量は、4. 8kg余りある。

通常マンソー小銃の閉鎖機構は、折りたたみ出来るレバーアームとボルトから

成っており、ボルト．フェースの前端に円柱状の突起がある。写真（15，16）

この円柱状の突起（緊塞プラグ）には硬質ゴム若しくは他の弾力のある物質が、

ワッシヤーとして噛ませてあり、火薬の燃焼ガスの吹き戻しを防いでいる。

この円柱状の突起と硬質ゴムのワッシヤーは、ペーパー・カートリッジを薬室

に装填する際、薬室面にペーパー。カートリッジを圧着する働きをするため、マ

ンソー式緊塞プラグと呼ばれている。 写真 （17）

このマンソー式緊塞プラグは、1866年型シヤスポー(Cha s sepot)

小銃の槙桿前面に応用されている。

日本で幕末期に輸入・使用していた、10. 5mm口径の前装管打ち式スイス。

フェデラル(Swiss Federal Rifle)小銃が、日本では前装

管打ち式マンソー小銃と呼ばれていることから、この後装管打ち式マンソー小銃

も、前装式スイス・フェデラル小銃を後装式に改造した小銃と思われがちだが、

後装管打ち式マンソー小銃は1861年フランスで試作。開発された小銃で、フ

ランスの銃工マンソー(Manc e a ux)と機械技術工ビェラルド(Vie l

lard) 両氏が発明した銃尾閉鎖機構のシステムを用い、新しく生産された小

銃である。注（4）

後装管打ち式一マンソー小銃の閉鎖機構のシステムは、スライデング°ドア°

ボルト。アクションと呼ばれる物で、ボルトに平行して折り畳まれているレバー

。アーム（蝶番式ラッチ）を起こし、ロックを外すために右へ四分の一回転した

後、ボルトを手前に引いて薬室を解放する。写真（17） レバー。アーム（蝶番
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式ラッチ）

そして薬室にペーパー・カートリッジを装填し、逆の手順でボルトを操作して

装填作業が完了し、ハンマーを引き起こし、ニップルに雷管を被せると発射準備

が完了する。

フランスで開発されたマンソー小銃は、フランス陸軍に制式採用されずにおわ

っているが、 マンソーおよびビラルド両氏がフランス国内で試作生産した他、両

氏が生産権を国内および外国の銃器メーカーに売ったため、多くの国々でマンソ

ー小銃が製作されるようになり、日本にも生産した國の異なる数種類のマンソー

小銃が輸入されている。

フランスでの試作・生産したオリジナルの銃には"MANCEAUX & V

ieliard"刻印が、側板や銃身の何れかに打刻してあるが、今回調査した

マンソー小銃には、その刻印が見当たらず、銃身の薬室部分の右脇にcコの中に

"J M"と刻んである写真(1 8)ほか、ボルトとレバー・アームの接続部分（真

鐡製尾栓）に4GMANCEAUX FAVRE-BRANDT"の刻印が刻んで

あるため、フランスのファヴレ・プラン社(Fave-Brandt Comp

a ny)がマンソーの特許を買収して、マンソー小銃を製造したと推定できるが、

薬室部分の右端に刻まれているこコの中の"JM"の文字は、マンソー氏の名前

の頭文字といわれていることから、マンソー・ファブレ・プラン社が製造したマ

ンソー小銃と考えられる。製造会社のファブレ・プラン社は現在では残っていな

いため詳細が判明せず、引き続き調査を続ける必要がある。

また、標準的マンソー小銃の口径は1 2mmだが、ほかにも10. 5mmのものも

あり、こうした事情から前述したような風説が生じたもので、木札に墨書してあ

る「スヒツール銃」名称は、マンソーと呼ばれた前装管打ち式小銃の多くがスイ

ス製だったため、（スイスではスイス・フェデラル・ライフルと名付けている）、

そのことからマンソーすなわちスヒツールになったものと考えられる。

マンソー小銃に使用する弾薬は、イギリスで製造されたペーパー・カートリッ

ジが日本に輸入されているが、一種独特なカートリッジとなっている。写真（1

9）

独特なカートリッジといういわれは、このカートリッジはマンソーが1859

年にイギリスで特許を取得した方法で製造したもので、このカートリッジを発射

した場合、硝石溶液に侵した紙製薬筒でも重なった厚い部分の燃え残りが生じ、

それが薬室内に残らないように工夫したもので、発射すると弾丸とワッドが腔綾
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により回転を生じ前進するが、その際ワットに付随している針金が薬筒底部の燃え残

りを一緒に銃口から運び出す、－種の自浄作用を持ったペーパー・カートリッジとなっ

ていることである。

このマンソー自浄型ペーパー・カートリッジは、幕末期には各藩が、明治にな

ってからは東京砲兵工廠に於いて生産しているが、その構造はオリジナルと同じ

になっている。

このことは、長野市松代の真田宝物館が収蔵しているマンソー小銃（トランク

入り）には、弾丸の鋳型をはじめ紙製薬筒の定規、作ったカートリッジの長さを

検査する薬筒模範など、カートリッジを製造する道具類がセットされていること

から、前記したように国内で自浄型カートリッジを製造していたことを証明でき

る。

以上が今回行った刈谷市の旧家に於ける銃砲調査の結果報告で、参考までに調

査した際の調査票を参考資料として添付させて頂く。

今回刈谷市の|日家ご当主には、我々の調査活動にご協力頂き感謝の言葉もない

ほど有難く思っております。

注 ’ 『刈谷町庄屋留帳』第二十巻 昭和六十三年三月二十日 刈谷市教育委

員会 愛知県刈谷市 P496

2 『刈谷町庄屋留帳』第十九巻 昭和六十二年十月三十一日 刈谷市教育

委員会 愛知県刈谷市 P408

3 『愛知県史』第三巻 昭和十四年三月 愛知県

明治四年七月に、廃藩置県の布告があって府藩県三治の制は改めて府県

二治の制に帰し、旧藩はすべて県の名称に改められる。同五年四月「庄

屋名主年寄等すべて相廃留め、戸長畠'l戸長と改称し、是迄取扱来候事務

は勿論、土地人民に関係の事件は、一切為取扱候様可致事」と布告した。

同七年十月には区長・戸長は該当する地区の取締り、管理の役目をして

いた。

4 ｢Les Arms A Feu Portatives｣ P 129

Rudolphe Schmidt著 877 Reprinted P

1968 Akademishe Druk-Verlag、

5 ｢The History and Development of S

mall armsAmmunition｣VolumeOne P44

George A、Hoyem著 1981 Armory PUblic
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ation

6 同上 P75

7｢SmalIArms and Ammunition inUnited

注
注

States Service｣ SMC Vol、 129

SmiP146-147 Berkeley R、Lewi s著 19 56

thsonian Institutlon

－27－

上





金充石包（7菫仁式金充）言司査三三三 04年10月 07 No.001-1

調査場所 愛知県刈谷市

フラ ンス牛産国名

製造所名 Favre-Brandt Cie.

名 称 Manceaux & Viellardライフル銃

和名二 マン､ノー銃（スイッル銃）

●歩兵銃 騎兵銃 拳 銃 その他

前装式 ●後装式

スライディング・ドア・ボルト式 サイ

滑腔銃身 ●施条銃身

6条腔せん

ドノ、ンマー型

銃 種

装填方法

発火方式 火縄式

縁打式

歯車式 火打石式 ●管打式 長撃針式 蟹目打式

その他

使用弾薬

公式口径

実測口径

全 長

銃身長

壬申番号

銃番号

登録番号

壬申 1287番

な し

自掃型ペーパー･カートリッジ

1 2.10mm

12. 3mm

銃床底鈑

検圧記号

無
無●

鐙蘆一鉄●有
有

●ｍ
ｍ

Ｃ
Ｃ

戸
０

４
４

●
●

４
５

２
８

１
’

各種刻印

面
脇
脇

上
左
右

側 鈑 銃 身

ロ

(工皿）
左側

朱 書 壬申千二百八十七番

銃 床

ボルト底栓

MANCEAUX・FAVRE-BRAN DT

ボルト左腕

508

その他

その他の特徴 ボルト・フェース前面に硬質ゴム製の閉塞環が残っており、腔せん

も手入れが良かったのかピカピカである。 着剣装置付き。

特記事項 木札付き 『壬申 千二百八十七番

’
一
Ｊ

一
一
門

一
一
ヱ

ー
村
一
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筆一婚一癖
レ
ー
郡
一
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ノ
ー
海
一
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一
一

I
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写真（12）六角形にされた銃弾型

図（1）六角形に成った紙製薬筒

写真（13）ウイットウオース型弾丸’・
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写真（2） マンソー銃
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ウィットウオース6角形弾丸

0個入り箱のパッケージ．ラベル

写真（20）
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について考察を試みた。

「肩へ銃」とは

「肩へ銃」の語は、操典ばかりでなく、双六にも見られる語で、幕末に

は一般にも知られていたことが、市販の『調練双六』(1)の中にも、絵

入りで見られることから想像できる。その語の表記は、書物等により異な

り、「肩へ銃」「肩へ＝手銃」「肩へ筒」等とあるが、何れも訓みは「カ

タェツヅ」である。それはどのような姿勢であろうか。幕末の操典である

『生兵教練』（2）に以下の記述がある。

執銃ノ基本

第三十二章 教師新兵ヲシテ各相逐テ第二草ノ姿勢（筆者註・気ヲ着

ケ）ヲ得サシメ其右手ヲ少シ前二出シテ多ク其ノ臂ヲ動カスコトナカ

ラシメ而後左ノ法二従テ銃ヲ肩上二致サシム、銃ハ右手1人1二把テ之ヲ

直立シ栂卜食指トヲ鎧凸二驍ラシ自余ノ三指ヲ把二僥ラシ筒ヲ後べ三

シ肩凹二致シ幾ン卜右臂ヲ伸シ肘ヲ後二退ケ強梗ナラシメス左臂ヲシ

テ平常ノ姿勢ヲ得セシム

播
卜
食
指
当
鎭
竺
統
ラ
｜
ン

自
余
ノ
ゴ
霜
ヲ
把
二
綿
ラ
シ

７

図1 幕末に歩兵の基本執銃姿勢とされた「肩へ＝銃」 青木 孝 画
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から前装管打式に、更には金I禺薬災式へと進歩し、それに伴い「操典」に

改良が加えらオl進化した結果、 「肩へ銃」が不要な動作とされ、消滅した

と考えられる。

幕末期に鍾繁に鞭場した｜肩へ 暁｜が消えた後は、語感のよく似た「担

え銃」が、In噸に')|さ続き現代の向衛隊にまで残ったため、軍事史に関心

の薄くなった現代I-|卒においては、「肩へ銃」と「担へ銃」に混同関係が

生じたのも無理か‘。ぬ,二とかも知オlない。

因みに基本姿勢で〃』る「肩へ銃」が明治期には消えたが、その後の基本

姿勢はどのようにな‐)たか”

明治31年の歩兵操典では、多くの項I1が、「立銃ニ在ルトキハ」で始

まり、動作終r時も|司じく、例えば「込め方、銃」の項最後は、「正面二

向キツシ立銃ノ位置二持末シ左手ﾜｰﾄｰｽ 銃ヲ地上二置ク」等となってい

るほか、「立銃ノ位置二復fAlとある如く、いわゆる「立て銃」で終って

いる。以てこれが基本姿勢となったことがわかる。

「担へ銃」とは

「肩へ」が肩に添える意であるのに対し、｛担え」とは「かつぐ、背負

う」等の意味を持ち、語感からも、移動手段としての体勢とみるのが自然

で、到底基本姿勢、待機姿勢とは言い難く、全く別のものである。

一部の書に、 「肩へ」とI担へ」が混同されていると前に述べたが、

「肩へ銃」が号令詞の翻訳の進化で「担へ銃」となって定着したのではな

いことは、 『生兵教錬』の第46章に、「肩へ＝手銃」とは別に「櫓へ＝

手銃」の号令が存在することか1コ、別個の動作・姿勢であることが明白で

ある《， しかし西欧における、その発生・起源 の観点からみると、二つの

体勢は、後述の如く全く無関係ではないかもしれないと云う疑問も生ずる

が、日本に導入された時点では、既に別個の存在であった。

では当時の「担へ銃」とはどようなものか、『生兵教練』にある「措へ

＝手銃」をみてみよう。

擴へ＝手銃

－41－
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右一一勢節三動

第一動

右手ニテ銃ヲ体ノ正面二致シ且之ヲ挙ケ頤ノ高サニ至ル所ノ下帯ヲ

握ルー左手ヲ以テ棚杖ヲ前二シ同時二右手ヲ把二繧ラス

第二動

右手ヲ以テ旋回シ筒ヲ前ニシ左肩上二安シ鎧ヲ下二向ケ肩前二對セ

シム、銃口ヲ頭上二抽ロスルコト太約四掌ナラシメ同時二左手ヲ床

尾ノ外面二着ケ床尾ヲ食指卜中指ノ間二挿ミ栂ヲ上二為シ左肘ヲ下

ケテ強梗ナラサラシム（ママ・ならざらしむ）

第三動

右手ヲ垂レテ平常ノ態ナラシム（以下略）

銃
勾
体
前
面
一
諏
一
ン

右
手
ヲ
以
一
プ
旋
廻
←
ン

ﾉ入 一一

ｊ｜

差
動

」←

第
一
藪

挿
ミ
ー」一一ヨ
第
差
一
誠

」

図4 槍へ＝手銃 青木 孝 画
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概略としては、体右側面の銃を正面に持ち上げ、下顎の高さにある、銃

の下部締金（ﾄ帯）のところを左手で持ち、右手で銃をひねり、用心金を

下に向けて左肩にl･置き、銃口を頭上に約四掌（筆者註40-50センチ

か）突出させるようにし、左手掌を外面 （筆者註．機関部、地板がある

面）床尾に着け、食指と中指の間に床尾踵を挿み親指を銃床背面に置き、

左肘を下げて力を入れないようにする。（図4）「肩へ＝手銃」との違い

は、肩添に銃を立てる姿勢の「肩へ＝手銃」は、銃の置き方を「肩凹二致

シ」として、腕の付け根の凹部に添えて垂直に立てるのに対し、「担へ＝

手銃」では「左肩上二安シ」と記していることからも、立てるのではなく

担ぐ、姿勢であることが判る。

前述の如く、「肩へ」は基本姿勢或いは待機姿勢と云えるものであるが、

それに対し、「担へ」は移動又は行進のための姿勢・体勢であって、これ

は現代にも継承されている。但し第二次大戦後は銃器の自動化や小型化に

対応して「つれ銃」で、銃の負革を肩に掛けたり、「控え銃lで胸前に斜

めに保持することも多い。 （「控え銃」は、「poT[ aImsjで幕末にも存在

し『英国歩兵練法』（5）に「扣へ筒（ひかえ）」がある）

現代の「担え銃」は英語圏では「shoulder armS」 「rigilt sholder

a rmsI等と概ねショルダーの語が使われているため、幕末期の「肩へ銃」

の米国版である「ショルタ．--アームズ」等との間に混乱が生じ、一部の書

に云う、「shoulder arms_|が「担え銃」となった旨の記述も無理からぬ

ことである。

単に英語と言っても、国により、操典によっても、右肩に担うものと左

肩に担うものがある。（但し、何れに於いても疲労等に対応し、担い換え

の号令が存在する） 現代の米国では正規には右肩に担うようであるが、

当時は軍団によって異なり、1862年の 『U, S. lNFANTRV TACTICS』

では右に掴い、その号令詞は「right shoulder siit arms」である。し

かし各地の地方軍団では、I~arms at will_|と称するもの、左に担うもの

で｜ ri:ht slloulder slit ilrms」等がある。｜司時期の英国では左に担

い「sI()pc arms」である。（図5)
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欧米のI-肩へ銃」関連号令詞

「洋兵開基｜と称された高島秋帆の砲術は、蘭書を基にオランダ商館の

士官及び通辞を通じた研究により大成されたものであることは、明治以来

多数の著作物等により述べられており、梶 輝行氏の『「洋兵開基」高島

秋帆の軍事技術研究』（6）に詳しいが、現代日本人にとってオランダ語

は馴染みがな'<、原典を綴くのも困難であり、秋帆晩年には蘭式から更に

仏・英式へと移行しつつある時期でもあった。また、西欧の用兵術は各国

共に大同小異であるとも云えるため、少々安易過ぎる感はあるが、ここで

は蘭式に替え、筆者にとって理解し易い英米のものを参考にしてみる。

『生兵教練』元治元年(1 864)版を見ると、その冒頭に「記元（マ

マ）千八百六十一年式」とあり、行進の歩幅を「七十五栂」等としている

ので、オランダ式であることがわかる。（筆者註・英米式は30インチ位

であろう） それと同時期の1862年、米国のものに前掲の 『U. S,

INFANTRY TACTICS』がある。その中の 「PART SECOND｣ (第2部） に

「LESSON l. PRINCIPI,ES OF SHOULDERED ARMS. ｣ (レッスンl.肩へ銃の

原則）があり、右肩に銃を当てて保持するように説明がなされている。

「休め、気を付け、込め」等の各項目間に随所に、この「shoulder arms I

があり、iDrop tlle leit hand quickly by the sidelで条文が終って

いる。『生兵教練』が「左手ヲ垂レテ平常ノ態ヲ得セシムー｜と終っている

のと同様で、更に挿絵により『生兵教練』第三十二章と同一な姿勢である

こともわかる。 （図2，3，6）

この挿絵にある姿勢は、英米の他の操典では「advancc armS」或いは

「sIIoulder arms」とあり、それらの挿絵からも前掲（図2. 3)の写 真

と同一の姿勢であることが判る。ところが、それによく似たものに、銃を

左肩に垂直に立てる姿勢も各種の操典に見られる。これにも「should6r

a rms」として、同 -.の名称が付されていて、新たな疑問が生ずるのである。

（図7）

そこで、断片的なものではあるが、マスケット時代を紹介した、幾つか

のホームページを見ると、（7）左肩に銃を添えた 「shoulder a[msI

－45－
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「shoulder iirelock」或いは「shoulder your iircIocK」の号令詞があ

り、それが頻繁に登場する。それに、それら左肩保持を主とした操典には、

右肩に銃を添える姿勢も含んでいて、それは、終わり近くの項IIに1ケ条

位しか登場せず、その号令詞は、「advance arms」とするものと、左肩保

持と全く同一の「shoulder arms」それに「shoulder iirelocklがある。

左右とも「ショルダー」の同一号令であることについては、現段階では理

解し難いが、同一号令詞で二通りの姿勢があっても、前後の号令の流れで、

兵士には区別ができるのであろうか、諸兄のご意見を待ちたい。

）

Xm1860fMｼｮﾙﾀｰｱｰﾑｽ鶏 細 頗勝りｼｮﾙﾀｰｱｰﾑｽ

図6 図7

各操典を見比べてみると、英国のものは左肩保持が主である。常にこの

姿勢を基本とし、号令も「shoUlder arms」 であり、右肩の姿勢は少なく

これは「advancc arms」となっている。米国のものは、逆の右肩保持の姿

勢を「ショルダーアームズ」と称して、これが基本姿勢となり、左肩姿勢

が名残のように1ケ条の みあり、それも同じく「ショルダーアームズ」
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となっている“

英国では、左肩と右肩でその号令が異なるが、米国では右左どちらも、

『ショルダーアームズ」であり、操典によっては『生兵教練,1と同様に右

側保持のみしか存在しない。

銃を肩に添えて立てる姿勢は、‐ 見、左右共に似ているようであるが、

手による保持の方法が異なる。右肩の場合は銃の用心金を中心に保持する

のに対し、左肩は「担え銃」と同様に床尾を掌で保持する。この点『生兵

教練』は右肩保持のみで構成されておn、アメリカ式と似ていると云える。

但し日本においての右肩仕様は、時代の流れ又は銃器の進歩に対応し、

それに合った既存の蘭式操典を、遅れ馳せながらオランダから導入したこ

とによるものであろう． なぜならば、幾つかの｜徳丸原の調錬図」を図

録等で検討してみると、多くの図は、発砲していない列の兵は、左肩に銃

を立てて待機しているのが見て取れる。この時代の「肩へ銃」（実際は蘭

語のヲヅブ、Xコードル。′、ツトゲウェールであったであろうが）は左肩

保持で、その後の燧石銃時代の操典も、所斗'I吉氏の、『銃兵号令詞の邦語

化について』 （8）の十二段装填法の比較からも、左肩保持であったこと

が読み取れる．

この雫から、幕末期の日本では初期の燧石銃時代には左肩保持で待機し、

雷管式銃時代に至り右肩保持に変化したと思われる。

左肩に銃を立てる「shoulder arms」は、左掌で銃の床尾 を支る姿勢及

び「シこ{ルダー」の語感から、「掴え銃」と紛らわしいことは事実である。

これをこのまま、左肘を曲げるか、左手を前に出せば、銃身が斜となり、

所謂「担え銃」となる．更に厄介なことに、左肩に立てる姿勢で、だらだ

らと歩くうちに、疲労で銃を支えきれず、無意識に銃が後へ傾くこともあ

り、「スローブアーームズlと「ショルダーアームズ」の中間位の角度で銃

を支えて歩く写真も見られることから、「担え』と「肩へlは発生的には

何らかの関連があるかもしれないが、『生兵教練』の時代には既に「肩」

と「桐」の区別が明確に成された以後のものが、R本に導入、翻訳された

のであって、訳語選択の試行錯誤によし)、始め｛肩｜であったものが、の

－47－
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ちに「担」に定着したとは云えない．

幕末号令詞の現代への関わり

当時の「肩へ銃」の語は、銃器、戦術の進歩につれて廃れ、現代に伝わ

らなかったが「担え銃」「捧げ銃」「気を付け」「休め」「南れ」等は、

のちの時代にも引き継がれ、現代の自衛隊や学校教育等でも、これらの語

を踏襲してこる。

更に号令詞ではないが、梱包用等の「ハトロン紙」小学校新入生の「ラ

ンドセルlは日常無意識に使う語であり、これらも幕末兵制に由来する。

即ち前者はパトロン(pat roon=弾薬包）用紙であり、後者は兵

士が背負う「背嚢」の意の蘭語(ransel)である。

『生兵教練』に記載の号令詞は、所荘吉氏の研究によると（8）「築地

講武所系’とされる。徳丸原の時代はオランダ語をそのまま使うことから

始まり、初期の頃は、修業者が備忘用に朱書き等で、自己流の祁語訳を付

したものが、段々に洗練されて、今日に残る「気を付け」「捧げ銃」等の

邦語となって定着した。

銃器の進歩で、装填手|順も変化．簡略化し「十二段込め＝手銃」で12

段階の手順を経て一発の弾込めをしたものが、明治31年版操典では、単

に「弾倉填め方、銃」となった。（9）

幕末当時は、折しも米国では南北戦争があり、日本では幕末の動乱から

戊辰の役へ､と続く時代で、映画、TVドラマの題材に事欠かぬ時代である。

米国では、映画ばかりでなく各地に「義勇歩兵隊」と称する鉄砲隊が存

在し、それらが当時を偲ぶ行事で「肩へ銃」の隊列が行進し、当時の代表

的とも云えるポーズで往時を偲ばせてくれる。一方の日本では「肩へ銃」

は「担え銃」の旧号令詞と誤解される程度の認識しかないのは、淋しいか

ぎりである。時代劇映像の歩兵隊が登場する場面に、この基本姿勢がもっ

と登場することを願うものである。
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-f呆菅 籍’二-一つし~､で金失石包〕重言I痴受

安田 修

図形作成 峯田 元治

ｲｺﾆIこ め‘二

毎年12月にわが家は恒例の大掃除をしているが、いつも押入れの奥に保管し

てある箱は手入れせずそのままにしてあるのが気になっていた。この際思い切っ

て手入れをしてみたが、箱の形態から鉄砲の運搬箱。保管箱と思われる。

現在では、箱の字の方がなじみがあるが、少し前の時代には俗語で函という字
ひつ

が書かれていた。長い箱のことを榧（注1）と呼んでいたかもしれないが、今回

は箱として報告したい。

須川薫雄著『日本の火縄銃』（注2)に掲載されている写真を見た。須川氏は箱と

表現しており、箱の中の部品は紛失していて、形態は不明であるとする。

今回は内部の残存部分が残されている箱の状態から想像し、内部を復元して鉄

砲をならべた状態を想定した。

また、箱の図作図はプロである会員の峯田元治にご協力を得た。

江戸時代以降、徳川幕府は全国を把握し鉄砲産地である国友村を支配に入れた

が、この地からの鉄砲生産は相当数にのぼる。

所荘吉著「国友における定式筒のおこり」（『銃砲史研究』第50号)のなかに、

「三匁五分玉についてこれをみると寛文元年には鉄砲の製作は鍛冶個人の責任で

なされ、代金からは江戸会所費、頼母子掛金、箱代だけが天引してわたされ、

（以下略)」とあり、ここに箱代がでてくる。氏のいう箱がどのようなものか

不明であるが、運搬箱と思われる。（注3） また、船で運搬する場合、このよ

うな箱を積重ねていくことが最適であるとともに、城内では壁に立てかけて保管

されている場合が多いが、このような箱を積んで保管するのが最適だろう。国友

以外鉄砲生産地でも同じような箱を製作して鉄砲を運搬したと考えられる。
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写真 （1） 須 川 氏 の 鉄 砲 箱
金失石包〕菫摘受宋盲oつ里腸ミ寛星

私の所有する箱の外見は須川氏の箱と全く同じである。箱の材質は松で、黒漆

が塗られている。相当使用されていたために漆は薄れているが、一部分は原型の

ままの状態も見られ、かなりよい状態の箱であったと想像される。家紋等は書か

れていない。
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写真（14）前部の上段に五挺分の鉄砲が入る枠、中段台木が作られている。

この枠を参考に中央部と後部の中段台木を復元してみた。上段台木は前部、

中央部、後部共想定し復元した。

上段

中段

下段

写真（15） 欠損した部分を想定復元した図

図（8） 欠損した部分を想定して復元した図 MM峠ﾊ'眉．
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おり、自ずからピンファイア方式のリボルバーを、改造してセンターファイア

化した事実を裏付けている。

L Perrin Cartrjdge数値表
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""びりzに,ケ錠嘘冷澄Z"/e〃α，fでJ'ひ/J'忍戸／汐〃汐"c1".f必探

ペリン「厚い縁」型カートリッジは、所謂パテント・イグニ､ソション(Pate

nt ]gnition)型カートリッジと呼ばれるカテゴリーに属するもので、過渡期の

金属製カートリッジの発展途上の一時期を証明する貴重な証拠と言え、実際に

発火方式も拳銃用のパーカッション・カップ(Percussion Cup)を利用した雷管

内臓式、ベルギーで開発した円盤型発火金(Disc Anvil)を用いた雷管内臓式、

ボクサー式(Boxer Type、現在エレー雷管の名で知られている）のバッテリー

雷管(Battery Primer)が使われていて、3)|可じセンターファイアでも、発火方

式の発達の過程がそのまま応用されたものとなっている。

、

I

I 開
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金

応○e
闇管

閥
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（1） パーカッション・カップ利用したカートリッジ（図2）．．…・

圧延方式（深絞り加工）して作った銅製薬莱（後に真鐡製も登場）は、名称

通り厚い起縁をもったストレート型で、前装管打式拳銃に使用するパーカッシ

ョン・カップが厚い起縁内部中央に位置しており、パーカッション・カップを

取り巻くようにリング状の補強用詰め物、隔壁板、そして皿状の薄いカップが

挿入してある。 これらの詰め物の中央にパーカッション・カップが突き抜け

るように位遇しており、パーカッション・カップ内部にはTの字形をした発火

金の中央の端が入っていて、パーカッション．カップが鑿針に叩かれ発火する

のを手助けしている。 また、図2を見て分かるように発火金はT字形をした

板状のもので、弾丸が莱胴内部に深く入り込まないように、弾丸支えの役割を

兼ね備えている。

（2） ベルギーで開発した円盤型発火金を用いたカートリッジ（図3）……

少し年代が新しい雷管内臓式の形

名称

式で、1860年代後半に開発されたと

言われており、ベルギーだけではな

くアメリカ、フランスなどでも同様

の方式の発火方式が登場している。

図3をご覧頂くと分かるように、

中央に伝火孔を穿った皿状の隔壁板

の底部を塞ぐように、円盤型発火金

が位置しており、圧延方式（深絞り

加工）で造った銅製薬莱底部の内側

蕊 蔚

隔壁晦

繊､袖

、
管四

国鐘cヲ

と円盤型発火金の間に雷禾が位置している。4)5） また、厚い起縁内部には円

盤状の鉄製補強用詰め物が挿入してある。

（3） ボクサー式バッテリー雷管を使用したカートリッジ（図4）……

現代の散弾薬莱と同じ英底

構造をしたカートリッジで、

バッテリー型のボクサー雷管

が使用されており、1 900年代

に入りイギリスのエレー兄弟

社が唯施したカートリッジと

言われている。6）

圧延方式（深絞り加工）で

造られた厚い起縁を持った薬

莱は、真鐡製で、厚い起縁内

部にはバッテリー雷管を取り

H

詔（＆

#棚納

蕊 髄

瀦囎＃
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囲むように、混凝紙製の（紙を水で溶かし成型乾燥させたもので、ガッタパツ

チとも呼ばれている）詰め物が英底部を補強するために詰めてある。 因みに

ボクサー式のバッテリー雷管は、アメリカのボクサー陸軍大佐が発明したもの
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銃砲史研究の寄稿要領（続き）

l. 図、 写真、表について

(1) 図、写真、表には番号をつける。また文中の対応する箇所が

明確にわかるようにする。

（2） 図、 写真の番号と説明文は図、写真の下に書く。同じ番号で

複数の図、写真がある場合は次のように左肩に番号をつける。

＜例＞

－J~~~－1 1TZ)（1） （3）

図l. 一 一一一一一一一一、 (1) －一一一一一一、 (2)

一一一一一一一、 （3） 一一一一一一一

（3） 表の番号と説明文は表の上側に書く。但し、縦書の場合は右

側に書く。

表1

1－－
I

2． ページ数は裏面に鉛筆で書く。

原 稿 募 集

銃砲史学会は会員の皆様の積極的な寄稿を大いに期待しておりま

す。 ページ数は1ページでも2ページでも差支えありません。 どし

どし寄稿して下さい。 なお、寄稿者には次のようにページ数に応じ

て、 「銃砲史研究」を謝礼として差し上げます。

ページ数 8以上 7～3 2以下 非会員の場合

冊 数 4 2 1 同 数

連名の場合：トップオーサーに全数渡す。
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新会員募集

日本銃砲史学会は火器を中心とする、科学史ならびに軍事史など

の研究を行なうことを目的としている。

賛同する研究者の参加をもとめている。

＊ 会報誌『銃砲史研究』年3回以上発行、例会年6回開催予定

（第2土曜予定）

＊ 年会費10, 000円、例会出席費500円、 会報誌郵送代は希望者の

み、年1, 000円（平成17年4月から）

＊ 平成17年度年会費及び会報誌郵送代支払い先：

日本銃砲史学会郵便振替え口座 OOl70- 1-369845

＊ 会員募集連絡所：

〒607-8345 京都市山科区西野離宮町2－1 山科南団地E 213

電話、F A X O75-594-3145 岡崎 清（広報委員）

日本銃砲史学会 入会申込害

広報委員 岡崎 清 殿

平成 年 月

〒

氏名 所属機関・職名

TEL

FAX

E－mail

貴学会の主旨に賛同し、入会を希望します。

日
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平成17年 6月11日 発行

日本銃砲史学会 編集発行

〒1 50-8050 東京都渋谷区神南’一 ’一

（社）日本ライフル射撃協会内

電話 03 (3481) 2389･2390･2391

卜､AX O3(3481)2392
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